
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2020年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会

1 事業の成果

2020年度はコロナ禍の影響を受け様々な制約があったが、当法人の定款第 5条 (事業)に定める下

記の各事業を行い、所定の成果をあげることができた。

① 各地のボランティア団体を支援しチャリティコンサー ト (Zoom配信)、 絵画 。手紙 。写真の展示会

などを開催し、スポーツイベントなどで社会啓発活動を実施した。また、啓発グッズとしてハローキテ

ィポケットティッシュや団扇などを全国のボランティア団体や地方自治体に普及配布した。

②  「白血病フリーダイヤル」を 15回開設した。本来であれば毎週土曜日の開設であるが、コロナ禍

の影響により第 2・ 4土曜日と回数を減じての開催となり、緊急事態宣言が発出された 2020年 4月 か

ら5月 まで、2021年 1月 から3月 までの計 2回の期間にわたり相談受付を中止した。年間の受付相談

数は 153、 相談員数は延べ 45人、参加した専門医は延べ 15人。また、病初期の患者 。家族向けのハン

ドブック「白血病と言われたら (第 6版)」 を改訂発行。第 6版からはフルカラー印刷となり、当協議

会ホームページから無料ダウンロー ドもできるようにした。2020年度の実績は以下の通り。

頒布数 (啓発用無料配布も含む) 上巻 1,669冊  下巻 1,679冊

総ダウンロー ド数 2,424件

③ 経済的困難を抱える患者 。家族への助成事業として、造血細胞移植患者への助成 「佐藤きち子記念

造血細胞移植患者支援基金」では助成 21件 2,934,440円 、「志村大輔基金」では高額な分子標的薬治療

への助成 71件 3,760,000円 、男性患者の不妊症対策・精子保存への助成 12件 422,618円 、「こうのと

リマリーン基金」では女性患者の不妊症対策・卵子保存への助成 6件 381,530円 の実績となった。

④ 当協議会では、かねてより難治性血液疾患の患者さんの妊孝性温存への対応を国 (厚生労働省)や

関係議員、関係機関に対し要望し続けてきたが、厚生労働省では 2021年度から「小児・AYA世代のが

ん患者等の妊手性温存療法研究促進事業」として助成を開始することとなった。

⑤ 国 (厚生労働省)及び骨髄 。さい帯血バンク議員連盟、事業者である公益財団日本骨髄バンクと造

血幹細胞提供支援機関の日本赤十字社に働きかけを継続してきた以下の各点に関する要望書を提出し

た。

(1)骨髄バンクドナー登録に「オンライン登録方法」を導入すること

(2)HLA型検査の検体採取に「口腔粘膜のスワブ採取」を導入すること

(3)ドナー登録会場での説明手続きにスマー トフォン・タブレット型端末での視聴方法を追加すること

これに対し、令和 2年第二次補正予算で予算化され、厚生労働省科学研究班

が調査研究を開始している。

⑥ 2020年度はコロナ禍の影響で全国的にドナー登録会が減少し、 ドナー登録者数も低減傾向にあっ

たが、全国各地の加盟団体が積極的にドナー登録希望者への説明、 ドナー登録促進活動を行っている。

⑦ 2020年 6月 24日 に設立 30周年を迎え、本来であれば設立 30周年大会として同年 5月 30日 に

「2020全国骨髄バンクボランティアの集い in東京」を開催する予定であった。新型コロナウイルス感



染症拡大防止のため中止となったが、「設立 30周年記念式典」としてプログラムを変更 し、活動支援者

に対する感謝状贈呈式、ハンドブック 「白血病 と言われたら (第 6版 )」 の発行記念式を Zoomに よる

Web配信 とい う形で催行 した。

③ 2021年 3月 5日 ～ 7日 の 3日 にわたり開催された 「第 43回 日本造血細胞移植学会総会」 (東京

都)はコロナ禍の影響によリオンラインでの開催 となったが、ポスター発表の 3つの演題が採択され、

学会抄録に収載された。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【28,313】 千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場 所
従 事

二た
´
日

人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

(1)国
。地方公

共団体・公益
財団法人 日本
骨髄バンク・

日本赤十字社
(以下 「関係

機関」と総
称)が行 う骨
髄バンク事業
支援

(2)全国各地の
ボランティア
団体と連携 し
て行 う普及啓
発、及び調査
研究事業

。30周年記念式典
・機関紙 「全国協議会ニ

ュース」 (毎月 4,000
部発行)の発行

・ホームページ等での情
報提供

。各地でのイベン ト等で
の啓発キャンペーン、
患者の遺作巡回展によ
る啓発活動

・普及啓発グッズの普及
配布

。東京マラソン 2021で
の啓発

通年

全国各地

東京

事務所

2,000

人

患者・家
族、一般
市民、 ド
ナー登録
希望者、
ドナー登
録者、ボ
ランティ
ア

50 000
人

8,280
千円

(4)血液疾患等
の患者とその
家族に対する
闘病支援事業
並びに患者及
び骨髄 ドナー
の人権擁護を
求める事業

(5)関係機関・

医療関係者等
に対 して骨髄
バ ンク事業の
充実及び」血
液疾患医療体
制の充実を求
める事業

。難治性血液疾患患者・

家族への支援活動 「白
血病フリーダイヤル」

・患者、家族向けの医療
情報ハン ドブック 「白
血病 と言われたら」の

改訂版発行、普及配
布・頒布

。経済的に困難な血液難
病患者への 3つの患者
支援基金による助成支
援活動
(佐藤きち子記念 造

血細胞移植患者支援基
金、志村大輔患者支援
基金、こうのとリマ リ
ーン基金)

・患者妊手性温存の国ヘ

の対応要望活動

通 年

全国各地

東京

事務所

1,300

人

患者
族、
市民

・家
一般

4,300
人

14,688
千円



(6)関係機関・

民間事業等に
対 して骨髄 ド
ナー休暇制度
や ドナー助成
制度等、提供
しやすい環境
整備を求める
事業

・ ドナー登録希望者・登
録者 とその家族からの
相談対応

。オンラインによる ドナ
ー登録方法導入、スワ
ブ検体採取法導入等の
要望活動

・ ドナー休暇制度、 ドナ
ー助成制度の導入促進
の活動

通年

全国各地

東 京

事務所

200人

ドナー登
録希望
者・登録
者 とその

家族、一
般市民

300人 490千 円

(2)全国各地で
骨髄バンク事
業等の推進活
動を行ってい
るボランティ
ア団体と連携
して行 う普及
啓発事業及び
調査研究事業

(4)血液疾患等
の患者とその
家族に対する
支援事業、患
者・ ドナーの
人権擁護を求
める事業

。各地団体との情報交換
及び連携を深めるた
め、全国 3地区でブロ

ックセ ミナー開催
(北海道 。東北地区合

同、東海北陸地区、関
東甲信越地区)

・造血細胞移植学会その

他の学会参加、各地団
体への資料提供、情報
共有、連携推進の支援
活動

2021年

2月 、

3月

全国各地

東京

事務所

100人

患者・家
族、一般
市民、ボ
ランティ
ア

500人 490千 円

全体共通費用

・特定非営利活動を行 う
にあたり必要な事務所
家賃、水道光熱費、通
信費、交通費宿泊費、
事務費等

通年
東京

事務所

4,365
千円

(2)そ の他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)

載記
た
名

に
れ
業

款
さ
事

疋
事業内容 日日寺 場 所

従事者
人数

事業費
(千 円)

未実施





書式第 15号 (法第 28条関係 )

2020年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法 全 ン ク

金   額 小計 ・合計

119,099,834

48,900

339,590

2,961,531

什器備品

2

可

保証金
3

(現金・預金 )

郵便振替 口座

普通預金

(売上債権 )

未収金

(棚卸資産 )

切手
貯蔵品
記念品

(そ の他流動資産 )

前払費用

ソフトウェア
借地権

104,525,314
14,574,520

339,590

48,900

36,278
2,913,253

12,000

122.449.85

1,600,000
1,600,000

上国LⅨ

124,049,857【A】 資 産 合 計 ①+②

788,537
1,020,880

139,992

長期借入金

2

未払金
前受金

予貢りると

1,949,41

1,949,409

49,084.632
73,015,816
1,, 100_448

124,049,857【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】
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2020年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会

1.重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準 によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

普及啓発用グッズについては。最終仕入原価法を採用 しています。

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金

該当しません。 (積み立て していません。但 し、中小企業退職金共済に加入 しています)

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

該当しません。

(5)消費税等の会計処理

税込経理処理によつています。

2.事業別損益の状況
別紙参照下さい。

3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

特にありません。

4.使途等が制約 された寄附金等の内訳

使途等が制約 された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。

当法人の正味財産は122,100,448円 ですが、その うち90,962,911円 は、下記のように使途が特定されています。

したがって使途が制約 されていない正味財産は31,137,537円 です。

5.固定資産の増減内訳

円

備 考期 首残 高 当期増加額 当期減少額 期末残高内 容

931,370 4,837,352 5,330,204 翌期に使用予定の患者支援事業の資金1 佐藤きち子患者支援基金 9,236,186

6,080,317 74,519,533 翌期に使用予定の患者支援事業の資金2志村大輔基金 6,504,850 74,095,000

翌期に使用予定の患者支援事業の資金11,662,838 403,000 952,664 11,113,1743 こぅのとリマリーン基金

27,403,874 75,429,370 11,870,333 90,962,911合計

減 少 減価償却累計額 期末帳簿価額科 目 期首取得価額 取得

1,600,0001,600,000

,600,0021,600,008

有形固定資産
車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

保証金

合計

(2)固定資産の減価償却の方法

有形固定資産については、定額法による間接法を採用 しています。



∩バ
）

6.借入金の増減内訳
対外的な借入金はありません。

7.役員及びその近親者 との取引の内容

役員及びその近親者 との取引はありません。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要
な事項

事業費 と管理費の按分方法

◎経常費用の按分は、事業費80%、 管理費20%と して計上しています。特定できる費用はそれぞれ、事業費、管理費
に計上 しています。

◎共通経費 (人件費、家賃、事務費等)は、事業毎 (白 血病患者支援事業・患者闘病支援事業)の事業規模を参考に

按分 しています。按分比率は自血病患者支援事業 77%、 患者闘病支援事業 23%と なっています。

その他の事業に係る資産の状況
その他の事業はおこなっていません。



2020年度全国骨髄バンク推進連絡協議会収支計算書 (2020年 4月 1日 ～2021年 3月 31日 )

患者闘病支援事業 B
こうのとリマリ

本年度決算額
A+B

自血病患者支援事業
A

佐藤きち子患者支援基金① 志村大柿基金②
本年度予算額

038

200

86.

27

注記 1

注記 2

人件費、法定福利費、通信費、事務費、水道光熱費、地代家賃等の共通経費は、事務負担実態を基に
各会計「白血病患者支援事業77%、 佐藤きち子基金10%、 志村大輔基金10%、 こうのとリマリーン基金3%」 に配分経理している

左記の共通経費等は、NPO会計基準と全国協議会の実績に基づき「事業費80%、 管理費20%」 に配分経理している。





書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2020年度年間役員名簿 (前 事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れて ください。)

И以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

□各役員について、親族の規定に違反 していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ )

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間

報酬 を受 けた期間

(該 当者のみに記入)
氏    名

〔≡)・ 監事
7)jttt 2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年 月

月

日

日年菅 早苗

〔∋ 監 事

ウメダ ショウゾウ 2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年  月  日

年   月   日梅田 正造

〔理)・ 監事
ワカギ アラタ 2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年 月

月

日

日年若木 換

４

ェ

⌒

、≡リ 監 事

ムラカミ タダオ 2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年  月  日

年  月  日村上 忠雄

〔亘)・ 監事
カサハ ラ チカコ 2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年

年

月

月

日

日笠原 千夏子

/´
~｀

ヽ

翌ゝワ 監 事

タナカ シゲカツ 2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年

年

月   日

月   日田中 重勝

〔理)・ 監事
キタオ リ ケンジロ

ウ
2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年

年

月   日

月   日北折 健次郎

8 ⊂理)・ 監事
ヤマムラ ショウイ

チロウ
2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年

年

月   日

月   日山村 詔一郎

9 〔理)・ 監事
アサノ ユウコ 2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年  月  日

年  月  日浅野 祐子

10 〔巨)・ 監事
ヤマグチ アキヒロ 2020年 4月 1日

2021年 3月 31日

年  月  日

年  月  日山口 明大



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

11 〔≡)・ 監事
ツ ジ エダオ 4月 1日

辻 枝雄 2021年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

12 理事 o

ヨウタ ヒデオ 4月 1日

陽 田 秀夫 2021年 3月 31日

年  月  日

年 月 日

13 理事 o
チ ラク クニ ヒコ 4月 1日

一 柴 邦彦 2021年 3月 31日

年  月  日

年  月  日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社 員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会

氏    名 住 所 又 は 居 所

北海道骨髄バンク推進協会
理事長 柴田 龍

2

苫小牧骨髄バンク推進会
会長 矢嶋 翼

3

函館骨髄バンク推進協議会
理事長 後藤 嘩

4

青森県骨髄バンク推進協議会

代表 根井 力夫

5

秋田県骨髄提供者を募る会
会長 三浦 亮

6

骨髄バンクを支援する宮城 I。 ○・K
代表 大友 文司

7

骨髄バンクを支援するやまがたの会
会長 小野寺南波子

8

福島県骨髄バンク推進連絡協議会

会長 岩城 汀子

9

骨髄バンク命のアサガオにいがた
会長 丹後まみこ

10

群馬県骨髄バンク推進連絡協議会
会長  細野 好司

11

埼玉骨髄バンク推進連絡会
会長 笠原 慶一

12

千葉骨髄バンク推進連絡会
会長 梅田 正造



13

骨髄バンクを支援する東京の会
代表 三瓶 和義

14

骨髄バンクを支える友の会
代表 渡辺 一史

15

神奈川骨髄移植を考える会
会長 村上 忠雄

16

山梨県骨髄バンクを推進する会
会長 高遠 勲

17

骨髄バンク長野 ひまわりの会
代表 笠原千夏子

18

特定非営利活動法人

あいち骨髄バンクを支援する会
理 専 辱  」ヒ析 律 次 良K

19

岐阜骨髄献血希望者を募る会
代表 田中 重勝

20

富山県骨髄バンクを広める会
代表 品川 保弘

21

いしかわ骨髄バンク推進・はとの会
代表 樫見 昭夫

22

二重県骨髄バンク推進連絡協議会
(勇気の会 )

会長 南 信行

23

京都骨髄 ドナーを募る会
会長 加九 郁代

24

京都血液疾患患者家族の会 なかよし会
代表 中津 和美

25

なら骨髄バンクの会
会長 井上 清孝

26

姫路地区骨髄バンク推進センター

代表 延原 順子

27

神戸骨髄献血の和を広げる会
代表 伴 智代

28
和歌山血液疾患患者家族の会 「ひこばえ」
会長 北山 瑛子

29

骨髄バンクを支援する山口の会
会長 猶 克実

30

とくしま骨髄バンクを支援する会
代表世話人 池田 良一



31

血液疾患を考える患者家族の会
「リボンの会」
代表 官地 里江

32

NPO法 人福岡子どもホスピスプロジェク
理事長 濱田 裕子

33

佐賀県骨髄バンク推進連絡会議
代表 森  修

34

みやざき骨髄バンク推進連絡会議
代表 中村 福代

35

かごしま骨髄バンク推進連絡会議

代表 向原 祥隆

36

沖縄県骨髄バンクを支援する会
代表 上江洲富夫


